実習生用・最終評価／発表資料　｜配布用 2026.11.04
総合のまとめ・最終評価（1／3）
この3枚を、そのまま最終日のグループ発表資料として使います。
	取り組み期間：　月　日〜　月　日
	受講番号：　　　氏名：

	対象者（仮名）：　　　　　　さん
	まとめた日：　月　日



１　始まりの課題・原因と目指した姿
	項目
	本人の視点
	支援者の視点

	課題
	
	

	原因
番号も記入
	
	

	目指した姿
	
	



２　具体的な取り組み・途中修正と実施状況
原因と同じ番号で記入。修正した場合は、時期・内容・きっかけも簡潔に。
	番号
	具体的な取り組み（場面＋行動）
途中の修正
	期間全体の実施状況
確かめた記録・観察など

	本人①
	
	

	本人②
	
	

	本人③
	
	

	支援者①
	
	

	支援者②
	
	

	支援者③
	
	



○ 実施した　△ 一部実施　× 実施しなかった　― 機会なし
実施状況は期間全体の総合判断。効果・回数・達成率ではありません。未確認は「未確認」と記入。
05・07と観察を合わせて判断。機会なしと未確認は分けます。
総合のまとめ・最終評価（2／3）
氏名：　　　　　　　　　対象者（仮名）：　　　　　　　さん
３　前の姿と現在の姿を比べ、変化を確かめる
05・07や観察・聞き取りをもとに記入。改善を決めつけず、変化なし・判断できない場合もそのまま。
	対象
	前の姿
	現在の姿
	比べて分かったこと
根拠の場面・記録は書ければ

	利用者
言葉・表情
行動・希望
	
	
	

	職員
声かけ・行動
風土・環境
雰囲気
	
	
	



４　本人にとっての利益・改善／負担・不利益
	得られた利益・改善したこと
	減った負担・不利益

	
	



	残る困りごと・新たな負担や不利益（ない・分からない場合もそのまま）

	



取り組みの成果は、実施状況と前後の姿・本人の利益を合わせて考えます。理解の変化は次頁へ。
総合のまとめ・最終評価（3／3）
氏名：　　　　　　　　　対象者（仮名）：　　　　　　　さん
５　前後のアセスメントを比べ、理解の変化を考える
様式本体は改変せず、記載・捉え方を比較。実際に変わったことと、理解が深まり記載が変わったことを分けます。
ひもとき：1回目と2回目の記載・捉え方の違い
	1回目（作成日：　月　日）
	2回目（作成日：　月　日）

	
	



	比べて分かったこと（実際の変化／理解が深まり記載が変わった点／まだ判断できない点）

	



センター方式：1回目と2回目の記載・捉え方の違い
	1回目（作成日：　月　日）
	2回目（作成日：　月　日）

	
	



	比べて分かったこと（実際の変化／理解が深まり記載が変わった点／まだ判断できない点）

	



前頁と同じ内容は参照で可。成果や今後の支援をどう捉え直したかも、「比べて分かったこと」へ。
	６　企画者である自分の変化・気づき（周知・共有・チームへの働きかけ）

	



	７　今後の取り組み・確かめること（残課題をふまえ、チームでどう継続・共有するか）

	



発表はこの順に。課題・原因 → 取り組み・修正 → 実施状況 → 前後の姿・利益 → 理解の変化 → 自分と今後。
令和８年度　福岡県高齢者権利擁護等推進研修（看護実務者研修）　自施設実習
